
事業の目的

これまでの日本語教室の活動から見えてきた地域の実情や課題、ニーズなどに寄り添った日本語教室を開催し、外国人
の自律促進と地域課題解消への一助とする。これまで築いてきた関係機関等との連携を継続、更に強化するとともに、
新たな連携先の発掘にも力を入れる。教室に参加する学習者が、実践的な日本語を身につけることはもちろん、地域住
民と共に日本文化や地域について学ぶことを通して、住民のひとりとしての自覚を持ち、社会へ踏み出していく足がかり
とする。地域住民主体の“学習と交流の場”としての公民館を拠点にした教室活動を展開することによって、地域住民と
外国人が共に主体となる地域日本語教育推進のための体制整備を図る。今年度は新しく教室を開設する地区もあり、飯
田市における日本語教育の裾野が広がるような活動を目指す。

日本語教育活
動に関する地
域の実情・課

題

飯田市には総人口103,494人に対し、2,058人（比率1.99%）の外国人住民が暮らしている（平成28年12月末現在）。外国人
住民の9割は、中国、フィリピン、ブラジル出身者で、かつて満蒙開拓団として多くの人を送り出した歴史的背景から、帰
国者に関係する中国出身者が特に多い。ブラジル人は、リーマンショック以降ピーク時の1/3に減少し、その後横ばいの
状況だが、フィリピンなどから急に来日する学齢期を超えた若者やアジア諸国からの技能実習生の増加などにより、定
住・永住化と合わせて多様化する外国人住民への対応が求められている。そのような状況の中、当市でも人口減少、少
子高齢化が進み、こうした外国人住民も地域の担い手としての役割を果たすことが期待される。
日本語教育活動については、公民館、民間団体、中国帰国者支援関係の団体が主催するボランティア日本語教室が4
か所あり、それぞれ20年近く活動しているが、指導する日本語ボランティアの高齢化と後継者不足、指導力向上の機会
の少なさといった課題がある。また、教室数が多くないため、学習意欲はあっても、交代勤務や夜勤などの厳しい労働条
件で、時間が合う教室がない、交通手段がないため通えないという外国人住民も多い。
多くの市民に外国人住民の実情や日本語教室の活動などの現状が認識されていないことも課題のひとつで、日本語教
育の体制整備を進める為には、裾野を広げる活動が必要である。
大学、日本語学校等の専門機関はないが、平成21年より厚労省の外国人就労・定着支援研修が毎年開講されている。

本事業の対象
とする空白地

域の状況

事業内容
概要

◆日本語教室「わいわいサロンⅡ」の実施
平成28年度に引き続き、日本語教室「わいわいサロンⅡ」を鼎公民館で2期、松尾公民館で１期開催する。市内に住む外
国人成人を主な学習対象とする。学習形態は対話型とし、これまでも協力いただいている日本語支援者のみなさんに引
き続き支援していただいた。
学習内容は生活に必要とされる実践的な日本語とともに、日本の文化や地域の産業、生活情報などについて学べるもの
とした。地域の関係者や団体を教室へ迎えたり、現地へ出向いての研修を取り入れたりすることで、地域との連携をはか
り、外国人が地域社会で自律し、歩み出していく足がかりとした。また、地域社会の理解が深まり、多文化共生社会実現
に向けた意識の醸成につながった。
松尾公民館教室については、初・中級の学習者を対象とし、読み書きを多めにとりいれた学習内容とした。定住者、永住
者が増加し、学習者のニーズの多様化という現状にも対応できた。
両教室で扱うテーマや教材は平成25年度から参加していただいている日本語支援者を中心に企画会議で検討した。
 
◆日本語教室「わいわいサロンⅡ」丘の上教室の実施
これまで公民館の日本語教室としては平日昼間のわいわいサロンしかなかった「丘の上」地区に、新たな日本語教室を
開講する。丘の上地区（公民館としては「橋北」「橋南」「東野」「羽場」「丸山」の5館）は、合併前の旧市街地を含み、官公
庁舎や駅、文化施設、飲食店などが多い地域となっており、外国人集住率も高くなっている。（2.34％）そのうち20代～40
代の若者世代の割合が、4.57％(平成28年9月現在)と高いのは注目すべきことで、このような地区で日本語教室を開設
することで、新たな学習者層を取り込むことができた。
学習形態は他の教室同様対話型とし、日本語支援者のみなさんに対話のパートナーとして協力いただいた。この支援者
は、従来の方々に加えて、丘の上地区からも新たに募集し、企画会議で内容について検討した。
地域との協働に関しては、教室開設前に準備として、自治会やまちづくり委員会といった地域組織へ、公民館を通して説
明をし理解と協力を求めた。その過程で、地域からの声や要望を教室運営や学習テーマに反映できた。

◆学習成果発表会の実施
日本語教室の活動を地域に広く知ってもらうため、また日本語教室で学ぶ学習者がその成果を発表する場として、成果
発表会を開催した。日本語スピーチ、ビデオ作品上映、作品展示など、学習の成果を発表する場があれば、学習者には
それに向けてのモチベーションを高める効果が期待でき、地域には教室活動を周知できる機会にもつながった。28年度
は、学習者の家族や友人、同僚、興味のある地域の方々などが参加してくださり、「努力して学習する姿がすばらしい」
「私も勉強してみたい」などの感想をいただき、少しずつではあるが広がっている手ごたえが感じられた。このような活動
は継続していく必要があるだろう。
開催にあたっては、わいわいサロンの日本語支援者、外国人住民、市内日本語教室の関係者を含む実行委員会を組織
し企画会議を実施した。

事業の
実施期間

　平成29年6月12日～平成30年3月9日　（9か月間）

委託事業実施内容報告書
平成２９年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【地域日本語教育実践プログラム（Ｂ）】

内容報告書

　　　　団体名：飯田市

１．事業の概要

事業名称 飯田市　地域との協働による日本語教育推進事業



【運営委員】
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【概要】

回数

1

2

3
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（２）地域における関係機関・団体等との連携・協力

連
携
体
制

◆日本語教室「わいわいサロンⅡ」
以前から構築できている各機関（市役所、自治会、地域の伝統行事保存会、病院等）との連携を継続し、講師として教室に参加いただいた
り、各機関からの要望なども学習テーマに反映させる。また地域で活躍する一般市民や団体、企業等、新たな分野との連携を図った。
昨年度長野県が実施したバイリンガル日本語指導者育成講座を受講した飯田地域の方々とも、学習内容の検討などにおいて協力体制を
築くことができた。
◆日本語教室「わいわいサロンⅡ」丘の上教室
教室の内容については既存の教室同様各機関などと連携して進める。新しい教室のため、開催地区の自治会やまちづくり委員会との連携
を図り、地元への周知や理解を得たい。地区住民の声を学習テーマや教室運営に反映させられるような連携体制を確立できた。
◆学習成果発表会
飯田国際交流推進協会をはじめ、他の日本語教室、外国人住民の団体やキーパーソンなどから実行委員会を組織し、企画・運営を行っ
た。

（３）中核メンバー及び関係機関・団体による本事業の実施体制

本
事
業
の
実
施
体
制

◆日本語教室「わいわいサロンⅡ」
各教室が始まる１、２ヶ月前に、コーディネーター（大澤）が指導者二人を含む日本語支援者を招集し、学習テーマについての企画会議
を行う。会議の中で、学習テーマの大枠を決め、詳細（タイトル、学習目標など）はコーディネーターが詰めた。コーディネーター及び指
導者2人（服部、下岡）で担当回を振り分け、各自担当回の教案を作成し、担当回のファシリテーターを務めた。ファシリテーターをしな
い指導者が教室に参加する場合は、他の日本語支援者と同様、学習者の会話パートナーとして参加する。外部から講師やゲストを迎
える場合は、主にコーディネーターが打ち合わせ等行った。必要に応じて指導者二人も参加した。
◆日本語教室「わいわいサロンⅡ丘の上教室」（仮称）
丘の上5地区から、会場となる公民館を1箇所選定した。その地区の公民館を通し、地区の自治会などの組織へ文書などで教室開設の
お知らせをし、協力をお願いする。必要があれば、コーディネーターもしくは事務局が会議等へ出席して説明をした。同時に該当地区
で、教室の日本語支援者の募集チラシ等を配布し、新たな支援者を募った。
この後は上記の日本語教室「わいわいサロンⅡ」の実施体制と同様に進めた。
◆学習成果発表会
指導者を含む市内教室の中心メンバー、学習者などからなる実行委員会を組織し、企画会議を開催して当日の運営も行った。
◆上記取組のすべてにおいて事業担当者（湯澤）が、関係者の連絡調整、学習者募集等の広報、教室の運営補助、各種事務処理を
担当した。

平成29年12月9日
(土）

10：00～12：30
2時間30分 飯田市公民館

①樫野武司②秦文映③脇田ル
リコ④大澤志那子⑤湯澤ちふ
美

1.事業の進捗状況について
2.バイリンガル指導者の取組について（脇田委員より）

平成29年2月3日
(土）

10：00～12：30
2時間30分 飯田市公民館

①春原直美②樫野武司③秦文
映④脇田ルリコ⑤大澤志那子
⑥林みどり⑦湯澤ちふ美

1.今年度の事業報告、評価
2.来年度の予定

議題及び検討内容

平成29年6月17日
(土）

10：00～12：30
2時間30分 飯田市公民館

①春原直美②樫野武司③秦文
映④脇田ルリコ⑤大澤志那子
⑥林みどり⑦氏原理恵子⑧湯
澤ちふ美

1.今年度事業について
2.市内日本語教室の現状について（各教室代表より）
3.長野県内の多文化共生事業について（春原主査より）

平成29年9月16日
(土）

10：00～12：30
2時間30分 飯田市公民館

①春原直美②樫野武司③秦文
映④脇田ルリコ⑤大澤志那子
⑥林みどり⑦湯澤ちふ美

1.事業の進捗状況について
2.市内日本語教室の現状について（各教室代表より）
3.長野県内の多文化共生事業について（春原主査より）

脇田　ルリコ バイリンガル指導者

大澤　志那子 地域日本語教育コーディネーター

林　みどり 飯田市男女共同参画課多文化共生係長

湯澤　ちふ美 飯田市公民館社会教育コーディネーター

開講日時 時間数 場所 出席者

２．事業の実施体制
（１）運営委員会

春原　直美 佐久市市民活動サポートセンターセンター長

樫野　武司 竜丘公民館日本語教室代表

秦　文映 常盤台日本語教室代表

吉澤　裕美子 Hand in Hand和楽（日本語教室）代表



３．各取組の報告

※・の方は謝金なし

回数 時間数 補助者名

1 2

①市瀬弘子
②下岡恭子
③八木孝子
④横山燈里
・小沢洋夫

2 2

①市瀬弘子
②後藤信義
③下岡恭子
④向山敦子
⑤八木孝子
⑥山崎りえ子
⑦横山燈里
・小沢洋夫
・木下聡美
・斎藤れい

平成29年6月12日
(月）

19：00～21：00
鼎公民館 12 梅でリフレッシュ

初回オリエンテーションのあと、飯田
の名産でもある梅について簡単に話
した。その後、地元で梅漬けの講師
をされている方を迎えて梅酒作り体
験。ひとり一瓶ずつ漬けた。講師に他
の梅漬けや梅の効能などのお話をし
ていただき質問もたくさん出た。

大澤志那子
講師：西塚洋子

平成29年6月19日
(月）

19：00～21：00
鼎公民館 8 歌でリフレッシュ

歌や音楽について小グループで付箋
トークをし、内容を共有した。その後
「上を向いて歩こう」を日本語で、「き
らきら星」を各国語で歌ってみた。「上
を～」は数人が知らなかったが、歌詞
カードを見ながら日本語に挑戦して
いた。歌詞の意味も考えた。「きら～」
は母語で歌ったためストレスなく、の
びのび歌っていたのが印象的だっ
た。

大澤志那子

8

フランス（1人）、日本（25人）

実施内容

【鼎教室・前期】　疲れにさよなら！日本語教室でリフレッシュ！？　6月～7月　(全7回)

開講日時 場所 受講者数 取組テーマ 内容 指導者名

（29人）

広報及び募集方法

・チラシ配布（市内地区公民館・日本語教室・市内趙中学校　等）
・市広報・新聞・地方情報誌への掲載
・組合回覧
・インターネット（市役所HP、Facebook）
・学習者による口コミ

開催時間数 総時間　54　時間

主な連携・協働先 鼎公民館、松尾公民館、飯田市役所、バイリンガル日本語指導者、くま鍼灸院、田畑茶舗、シニア大学、一般市民

参加者の出
身・国別内訳

（人数）

中国 ベトナム ネパール 韓国 フィリピン
インドネシ

ア
タイ ブラジル

15 0 0 0 4 0 1

＜取組１＞

取
組
１

取 組 の 名 称 日本語教室「わいわいサロンⅡ」

取 組 の 目 標

・同じ地域で暮らす外国人と日本人が出会い、交流する場とする。学習者はより実践的な日本語会話や読み書き、日
本文化、生活情報などを学び、地域で自律して生活していく。日本語支援者は、活動を通しての自己実現の場とする。
日本人、外国人双方にとって、教室が居場所となれるようにする。
・教室の運営にあたり、関係機関との連携を深め、地域での日本語教育の重要性を発信する。また、今後の当市での
日本語教育の中心的存在となる。

取 組 の 内 容

・外国人の成人を対象とした、実践的な日本語や日本文化、生活情報などについて学ぶ教室を開設した。
・平成28年度の開催地を継続し、鼎地区で2期（6～7月全7回・12月～2月全10回）、松尾地区で1期（9月～11月全10回）
の計3期開講した。
・対話型学習を中心とし、鼎地区では初級レベル、松尾地区では初中級レベルを対象とした。
・学習テーマについては、日本語支援者で構成される企画会議を開き、企画・検討し、必要があれば教材等も作成し
た。
・鼎地区では、生活に必要とされる実践的な日本語とともに日本の文化や地域の産業、生活情報などを学んだ。松尾
地区では、DSTの手法を用いたビデオ作品制作を行い、読む・書くの技能向上を図った。ビデオ作品のテーマについて
は、学習者が自身の気持ちを整理したり、作品を見た地域の日本人に彼らの実情を伝えることが出来るものとなるよう
「わたしの今」とした。
・学習テーマによっては、関係機関や地域で活躍する一般市民の方に教室に参加していただいたり、現場へ受講者が
出向いたりして、より実践的な日本語を学べる教室とした。

空白地域を含む場
合、空白地域での活

動

取組による体制整備

行政、病院、消防署等の各機関とは、これまでたびたび連携し、活動してきた。そのつながりは継続しつつ、地場産業
に携わる地域の方々などの新しい連携先を開拓し、協力できる体制をつったる。受講者が地域住民であることを自覚
し、地域を担う一員として社会へ踏み出す為の足がかりとした。また、その分野の方々の意識改革にもつながると考え
た。

取組による日本語能
力の向上

・日常生活に必要な場面での実践的な日本語会話の習得。
・地域社会で知っておかなければならない生活情報の獲得。
・自らについて日本語で語るための表現力、文章作成力の養成。

参加対象者 日本語を学びたい成人
参加者数

（内 外国人数）

54人



3 2

①市瀬弘子
②向山敦子
③八木孝子
④山崎りえ子

4 2

①市瀬弘子
②木下弘子
③後藤信義
④下岡恭子
⑤向山敦子
⑥八木孝子
・小沢洋夫

5 2

①市瀬弘子
②後藤信義
③下岡恭子
④向山敦子
⑤八木孝子
⑥横山燈里
・小沢洋夫
・四宮沙代香

6

2
日本語指
導に係る

時間

①下岡恭子
②八木孝子
・小沢洋夫

7 2

①市瀬弘子
②木下弘子
③後藤信義
④下岡恭子
⑤向山敦子
⑥八木孝子
⑦山崎りえ子
・小沢洋夫

回数 時間数 補助者名

1 2

①木下弘子
②後藤信義
③篠田初美
④下岡恭子
⑤向山敦子
⑥山崎ルミ
⑦山崎りえ子

2 2

①市瀬弘子
②木下弘子
③後藤信義
④篠田初美
⑤下岡恭子
⑥向山敦子
⑦山崎ルミ
・小沢洋夫
・善本勝
・山崎りえ子
・伊吹唯
・上沼美穂

平成29年12月4日
(月）

19：00～21：00
鼎公民館 8

好きな歌について話
そう

歌や音楽についてｸﾞﾙｰﾌﾟﾄｰｸ。ｷｰﾜｰ
ﾄﾞを付箋に書き出し、全体で共有。音
楽の趣味やカラオケに至るまで、
様々な話題が出た。その後、2月末の
公民館工ーラスグループ発表会にわ
いわいサロンとして出てはどうかと提
案し、賛同を得たため、歌いたい曲に
ついてｸﾞﾙｰﾌﾟごと話し、3曲ほどに候
補をしぼった。

大澤志那子

平成29年12月11日
(月）

19：00～21：00
鼎公民館 8

カラオケのこと
コーラスグループ
発表会の歌決め

スマホのカラオケアプリを使用し、ミ
ニカラオケ体験。ｸﾞﾙｰﾌﾟで一曲ずつ
決めて歌ってみた。カラオケでは日
本語の歌を歌う外国人も多い。その
後、前回選んだ3曲から、発表会で歌
う曲を「海の声」と「きらきら星」に決
定。最後に音楽大学出身の学習者
の指導で発声について学習した。

大澤志那子

平成29年7月24日
(月）

19：00～21：00
鼎公民館 9 お茶でリフレッシュ

老舗のお茶屋さんに来ていただき、
お茶の作り方や美味しいいれ方など
を教えていただいた。飲み比べなども
でき、日本茶を改めて見直す良い機
会となった。

佐藤満美香
（田畑茶舗）
大澤志那子

【鼎教室・後期】　うたとにほんご！～出演しよう！コーラスグループ発表会～　12月～2月　（全10回）※1回は雪のため中止

開講日時 場所 受講者数 取組テーマ 内容 指導者名

平成29年7月10日
(月）

19：00～21：00
鼎公民館 7

おしゃべりで
リフレッシュ

話すテーマを書いたサイコロを使っ
て、グループでサイコロトーク。一人
が話した後、その内容を書きとめな
がら進めた。書く作業は少し大変なよ
うだった。後半研修旅行について詳
細を確認した。

大澤志那子

平成29年7月17日
(月）

6：30～18：00
佐久島 7

佐久島旅行

学習者、支援者合わせて12人参加。
少し遠出ではあったが、佐久島では
レンタサイクルでアート作品に触れな
がら島を巡り、楽しい経験ができた。
なかなか見られない「海」にみなさん
興奮気味。お土産もたくさん購入して
いた。

大澤志那子

平成29年6月26日
(月）

19：00～21：00
鼎公民館 6 研修旅行の計画

研修旅行の計画を立てた。グループ
毎に管内でお勧めの場所や行きたい
場所について話し発表。その中から
遠山郷（南信濃）方面にきまりかけた
が、「この日は海の日だから海へ行き
たい！」という意見に全体が流れ、佐
久島行きが決定した。

大澤志那子

平成29年7月3日
(月）

19：00～21：00
鼎公民館 8

ストレッチで
リフレッシュ

幅広い年齢層の方々にストレッチな
どの指導している講師を迎えての、
身体のリフレッシュ体験。畳の広い部
屋で実施。ストレッチやマッサージな
どでしっかりリラックスできた。痛いと
ころなどについて講師に相談する姿
もあった。

大澤志那子
講師：宮澤恵子
(くま鍼灸院)



3 2

①市瀬弘子
②木下弘子
③後藤信義
④下岡恭子
⑤向山敦子
⑦山崎ルミ
⑧山崎りえ子
・小沢洋夫
・善本勝

4

2
日本語指
導に係る

時間

①木下弘子
②後藤信義
③篠田初美
④下岡恭子
⑤向山敦子
⑥山崎ルミ
⑦山崎りえ子
・小沢洋夫
・善本勝
・上沼美穂

5 2

①市瀬弘子
②木下弘子
③後藤信義
④篠田初美
⑤下岡恭子
⑥向山敦子
⑦山崎ルミ
⑧山崎りえ子
・小沢洋夫
・善本勝

6

7 2

①市瀬弘子
②後藤信義
③篠田初美
④下岡恭子
⑥山崎ルミ
・小沢洋夫
・善本勝
・山崎りえ子

8 2

・木下弘子
・山崎りえ子
・山崎ルミ
・市瀬弘子
・下岡恭子
・小沢洋夫
・後藤信義
・善本勝

9 2

・木下弘子
・山崎りえ子
・山崎ルミ
・市瀬弘子
・下岡恭子
・小沢洋夫
・後藤信義
・善本勝

10 2

・木下弘子
・山崎りえ子
・山崎ルミ
・市瀬弘子
・篠田初美
・下岡恭子
・小沢洋夫
・後藤信義
・善本勝

11 2

・木下弘子
・小沢洋夫
・後藤信義
・善本勝

平成30年2月21日
(水）

19：00～21：00

飯田市公民
館

7 歌の練習
歌詞の内容について学び、自然な日
本語で唄えるよう、発声と合唱の練
習をした。

大澤志那子

平成30年2月12日
(月）

19：00～21：00
鼎公民館 9 歌の練習

歌詞の内容について学び、自然な日
本語で唄えるよう、発声と合唱の練
習をした。

大澤志那子

平成30年2月19日
(月）

19：00～21：00

飯田市公民
館

7 歌の練習
歌詞の内容について学び、自然な日
本語で唄えるよう、発声と合唱の練
習をした。

大澤志那子

平成30年1月29日
(月）

19：00～21：00
鼎公民館 9

コーラスグループ
発表会について

歌の練習

コーラスの発表に向けて練習が不充
分なため、歌に特化した学習をした。
当日の衣装や今後のスケジュールな
どについて間に話し合いを入れなが
ら歌の練習をした。「きらきら星」につ
いても曲の構成を決め、それぞれの
言語で歌ってみた。本番に向けて、
歌練習のみ継続することを確認した。
学習者ｱﾝｹｰﾄを実施した。

大澤志那子

平成30年2月5日
(月）

19：00～21：00
鼎公民館 5 歌の練習

歌詞の内容について学び、自然な日
本語で唄えるよう、発声と合唱の練
習をした。

大澤志那子

平成30年1月15日
(月）

19：00～21：00
鼎公民館 10

和太鼓にチャレンジ
歌の練習

地元で活躍するの和太鼓ｸﾞﾙｰﾌﾟ「は
なまる座」から講師を迎えて、和太鼓
体験。1時間ほどだったが、「花笠音
頭わいわいサロンバージョン」を一曲
最後までやった。「夢がかなった」とい
う学習者、「続けて習いたい」声もあ
り、好評だった。後半は合唱練習をし
た。

大澤志那子
講師：水野敬子

(はなまる座)

平成30年1月22日
(月）

19：00～21：00
鼎公民館

日本語のオノマトペ
歌の練習

雪のため中止

平成29年12月18日
(月）

19：00～21：00
鼎公民館 9

和楽器体験
歌の練習

筝、三味線を支援者が持ってきてくだ
さり、交替で体験した。待っているｸﾞ
ﾙｰﾌﾟは、楽器をテーマにｸﾞﾙｰﾌﾟﾄｰｸ。
日本人でも滅多にやる機会はなく、
参加者全員楽しい経験ができた。後
半は、「海の声」（混声3部合唱）の
パートを決め、楽譜を配って少し練習
に入った。

大澤志那子

平成29年1月14日
(日）

10：00～13：00
鼎公民館 8

お正月遊びを体験しよ
う

歌の練習

日本の正月遊び（かるた、福笑い、ぼ
うずめくり）をやってみた。それぞれか
なり盛り上がっていた。遊んだあと、
持ち寄りの料理などで昼食をとり、最
後は歌の練習。

大澤志那子



回数 時間数 補助者名

1 2

①市瀬弘子
②下岡恭子
③服部珠予
④八木孝子
⑤横山燈里
・小沢洋夫
・熊谷俊夫

2 2

①市瀬弘子
②下岡恭子
③服部珠予
④八木孝子
⑤横山燈里
・小沢洋夫
・熊谷俊夫

3 2

①市瀬弘子
②八木孝子
③大澤志那子
・小沢洋夫
・熊谷俊夫

4 2

①市瀬弘子
②下岡恭子
③服部珠予
④八木孝子
⑤横山燈里

5 2

①市瀬弘子
②下岡恭子
③服部珠予
④八木孝子
⑤横山燈里
・小沢洋夫

6 2

①市瀬弘子
②下岡恭子
③服部珠予
④八木孝子
・小沢洋夫

7 2

①市瀬弘子
②下岡恭子
③服部珠予
④横山燈里
・小沢洋夫

8 2

①市瀬弘子
②下岡恭子
③服部珠予
④八木孝子
⑤横山燈里
・小沢洋夫

9 2

①市瀬弘子
②八木孝子
③横山燈里
・小沢洋夫

10 2

①市瀬弘子
②下岡恭子
③服部珠予
④八木孝子
⑤横山燈里
・小沢洋夫

平成29年11月22日
(水）

19：00～21：00
松尾公民館 5 録音

【ナレーションを録音しよう】
短時間でｳｵｰﾑｱｯﾌﾟをし、ペアでの原
稿最終確認や読み練習をした。でき
る人から原稿を読んで録音した。

・大澤志那子

平成29年11月29日
(水）

19：00～21：00
松尾公民館 7 録音

【ナレーションを録音し、学習のまとめ
をしよう・打ち上げ】
ｳｵｰﾑｱｯﾌﾟのあと、残っている人は録
音。録音終了者は講座の振り返りを
した。

・大澤志那子

平成29年11月8日
(水）

19：00～21：00
松尾公民館 5 原稿作成・読む練習

【原稿作成】
ｳｵｰﾑｱｯﾌﾟのあと、ペア活動。細かい
内容に注意しながら、原稿をまとめ
た。

大澤志那子

平成29年11月15日
(水）

19：00～21：00
松尾公民館 6 原稿作成・読む練習

【原稿を仕上げて、読む練習をする】
ｳｵｰﾑｱｯﾌﾟのあと、発音練習。その後
ペアで原稿仕上げ作業。写真選びな
ども行なった。

・大澤志那子

平成29年10月11日
(水）

19：00～21：00
松尾公民館 6 原稿作成

【原稿作成を始める】
ｳｵｰﾑｱｯﾌﾟのあと、ペア活動。集めた
言葉たちから短い文をたくさん作って
いく。

大澤志那子

平成29年10月25日
(水）

19：00～21：00
松尾公民館 5 原稿作成

【原稿作成】
ｳｵｰﾑｱｯﾌﾟのあと、ペア活動。作品全
体の構成を考えながら、文をつなげ
たり膨らませた。

大澤志那子

平成29年9月27日
(水）

19：00～21：00
松尾公民館 5 作品のテーマ決め

【わたしの今カメラ】
「わたしのいま」を写すカメラに写るも
のについて絵や言葉を描き、支－学
ペアでそれぞれのテーマを決めた。

服部珠代

平成29年10月4日
(水）

19：00～21：00
松尾公民館 6

写真選び・原稿の書
き方

【ストーリーの構成を考え、短い文を
書く】
ｳｵｰﾑｱｯﾌﾟのあと、ペア活動。各自の
テーマに関連する言葉集め。

大澤志那子

平成29年9月6日
(水）

19：00～21：00
松尾公民館 8

飯田のこと、紹介し
てみましょう①

【飯田紹介ビデオを作ってみよう】
初回ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの後自己紹介。ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟﾄｰｸで飯田のいいところを挙げ、
ビデオで紹介する４つのテーマ（山、
川、祭り、駅と街）を決定。希望する
テーマ別に分かれ、紹介文作りをし
た。

大澤志那子

平成29年9月20日
(水）

19：00～21：00
松尾公民館 6

飯田のこと、紹介し
てみましょう②

【飯田紹介の原稿を仕上げて、読む
練習、録音をしよう】
4つのテーマ別に紹介文を仕上げ録
音。短い文だが何度も読む練習を繰
り返した。

大澤志那子

【松尾教室】　フォトムービー作品を作ろう　9月～11月　（全10回）

開講日時 場所 受講者数 取組テーマ 内容 指導者名



（１）特徴的な活動風景

○取組事例①

○取組事例②

【鼎教室・前期　第7回　29年7月24日】　お茶でリフレッシュ
①導入
ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰからこの日の内容喚起と講師（田畑茶舗の佐藤満美香氏）の紹介を行った。
②講義１
佐藤氏からお茶の種類や新茶についての講義をいただいた。冷やした緑茶を実際にいれてくださり、試飲をした。写真や資料を用いた
身近なお話として話してくださりわかりやすかった。
③グループトークで講義のふりかえり
着席していたグループで、佐藤氏のお話についてわからないことがなかったか、資料を見ながら確認した。講義を聞いての感想などにつ
いても話した。もう一度講師に確認したり、新しい質問をする姿もあった。
④講義２
佐藤氏から緑茶づくりの工程についての講義をいただいた。工程によってできるお茶が違っていくる事など、興味深いお話が続いた。
⑤グループトークで講義のふりかえり
再びグループで講義について振り返った。講師にたくさん質問する場面が見られた。
⑥日本茶テイスティング
お茶のおいしいいれ方も教わりながら、講師が用意してくださった４種類のお茶を飲み比べた。比べてみると、香り、色、味、値段などの
違いがよくわかり、また好みも分かれて、外国人だけでなく日本人にもおもしろい体験となった。講師の方からは、「飯田にも大勢の外国
人が暮らしていることがわかった。日本茶も意外と人気があるようで、在住外国人にも是非もっとお茶のよさを広めたい。」というような感
想をいただいた。
⑦終わりの会
講師にお礼を言い、出席カードにシールなどをはって、個々にコメントを記入。前期最終授業だったため、学習者はコースを通しての感
想もアンケート形式のものに記入した。

【鼎教室・後期　第3回　29年12月18日】和楽器体験と歌の練習
①ウォームアップ
初めての参加者もいたため、全体で一円になって、「世論調査」（一人が言った質問にyesの人は位置を移動する）でウォームアップ。お
腹がすいているか、元気か、今日仕事をしてきたかなど、お互いに参加者の状況把握ができた。
②和楽器クイズ
参加者は小グループに分かれて着席。CDを聴いてどの和楽器の音かを当てる、などのクイズをし、導入とした。グループ内で話し合って
答えを考えるようにしたため、グループでの会話も弾み、和楽器への関心を高める効果もあったようだ。
③和楽器体験とグループトーク
支援者の一人が自宅から筝と三味線を一つずつ持ってきてくださり、それをグループごと順番で体験した。楽器の体験をしていないグ
ループは、楽器（和楽器に限らず）についてグループトークをした。筝も三味線も音だけを出すことはだれにでもできるため、楽しんで体
験していた。日本人でも触ることも珍しいため、みなさん興味津々の様子が伺えた。
④振り返り
楽器を体験してみての感想、グループトークで出た話しなどを全体で共有した。
⑤歌の練習
後半は合唱練習をした。前回に歌う歌が「海の声」に決定してから最初の練習だったため、パートの選定から行った。元ピアニストの学
習者の指導で、女性はソプラノとアルトに分かれた。楽譜を配布し、それぞれのパートがどこを歌うか、どんな曲調で歌うかなど確認し
た。CDを聴いて、とりあえず1回歌ってみた。
⑥終わりの会
歌の感想を共有しつつ、学習カードに出席シールを貼り、各自コメントを記入。2月のｺｰﾗｽ発表会までのｺｰﾗｽの日程と、次回の教室の
日程を確認して終了した。

写真を貼ってください。 写真を貼ってください。

写真を貼ってください。 写真を貼ってください。



○取組事例③

（２）　目標の達成状況・成果

（３）　今後の改善点について

【松尾教室　第４回　29年10月4日】ｽﾄｰﾘｰの構成を考え、短文を書く
①ウォームアップ
大体の参加者がそろったところで開会。全体を2グループに分け、作文活動でウォームアップ。引いたカードに書いてある語を使って、口
頭で一文ずつ作文していった。つくった文の内容に聞いている人が反応し、会話が盛り上がっていた。良いウォームアップとなった。
②ペアでテーマ確認と言葉集め
支援者と学習者がペアになり、前回に書いた「わたしの今カメラ」の用紙を見ながら各学習者のｽﾄｰﾘｰのテーマを確認した。そのテーマ
に関する様々な言葉を単語レベルで集め、ﾜｰｸｼｰﾄに記入していった。学習者のレベルや進度に合わせて、語彙の表記を教える、言葉
がでるような質問をする、などのサポートをペアごとに個別に行うことができた。
③ペアでｽﾄｰﾘｰの構成
引き続きペアで、集めた言葉たちをカテゴリーごとに分け、整理していった。グループ分けができたところで、順番を決め文章の構成を考
えた。
④ペアで短作文
③まで終わったペアは、集めた言葉を使って、短い文をたくさんつくる作業をした。
⑤終わりの会
時間いっぱいまでペア活動をした後、ふりかえりの会。各ペアでできた文を少しずつ発表し、進捗状況を全体に共有した。学習カードへ
出席シールを貼りコメントを記入して終了。

・鼎教室前期では、梅漬けのスペシャリスト、ストレッチの講師、老舗のお茶店など、地域からの講師をお迎えし、新しい分野との連携体
制をつくることができた。学習者が地域へ踏み出していける道を示すことができたのと同時に、講師として来てくださった地域の日本人の
方々に対しても、地域で暮らす外国人に対する理解を深めていただけるよい機会となったのではないか。
・松尾教室では、ペア学習を中心に進めることで、学習者の日本語レベルに応じた支援ができた。作品を仕上げることができた学習者
は、学習の達成感を得られることができたのではないかと推察でき、「（自分がこんな文章をつくることができるなんて）びっくりした。」「文
章を書くことよりも、録音のために読むことが難しかった。何回も練習してできたときはうれしかった。」といった感想があった。
・鼎教室・後期では、歌の活動をそのままコーラス発表へつなげていく展開となった。コーラス自体が初体験という学習者も多い中、みな
さん熱心に練習に参加してくださり、無事発表会のｽﾃｰｼﾞに立つことができ、グループとしての大きな達成感を得られた。「歌はとても難し
かったけど、ｽﾃｰｼﾞで歌えたことはとても楽しかった。来年もやりたい。」という参加者の感想が多かった。
・コーラスグループ発表会参加者（他団体）感想には、「世界は一つのはずで、繋がっている気がしました。皆さんで楽しく歌っているのが
伝わってきて感動しました。」「こんなに多国籍の人たちがひとつの歌を心に一つにして歌っていることに感動しました。」「難しい日本語を
覚えて歌うことは大変だったと思いますが、これからもぜひ合唱を続けてみてください。」などの声があり、聴いてくださった方々にも感動
していただけた。

・学習者がリピーターとして参加してくれることはありがたいが、新しい学習者層参加は少数に留まった。あまり日本語がわからない人に
とっては敷居が高いという外国人住民のキーパーソンの言葉もあり、教室の内容、広報の仕方など再度検討する必要がある。
・指導する日本語支援者はある程度いるが、主体的に関われる人材が少ない。今後も安定的に継続した活動をしていくためには、中心
となっていける人材を育てることが必要である。

写真を貼ってください。 写真を貼ってください。



※・の方は謝金なし

回数 時間数 補助者名

1 2

2 2

①下岡恭子
②山崎ルミ
③木下弘子
④脇田ルリコ

平成29年7月1日
(土）

10：00-12：00

飯田市公民
館

19
ボランティア研修会

①

ワークショップ形式で自己紹介、地域
の多文化共生に関わる情報、日本語
ボランティアについて考え、参加者で
共有した。

大澤志那子

平成29年7月15日
(土）

10：00-12：00

飯田市公民
館

17
ボランティア研修会

②

日本語補助者として活躍する方々に
も参加していただき、支援の仕方や
教室の日程等について話した。

大澤志那子

8

日本（22人）

実施内容

ボランティア研修会　7月　(全2回)

開講日時 場所 受講者数 取組テーマ 内容 指導者名

（23人）

広報及び募集方法

・チラシ配布（外国人集住地区・市内地区公民館・日本語教室・当該地区小中学校　等）
・市広報・新聞・地方情報誌への掲載
・インターネット（市役所HP、Facebook）
・学習者による口コミ

開催時間数 総時間　19　時間

主な連携・協働先
市内地区公民館、飯田市役所男女共同参画課、各地区自治会、丘の上地区飲食店・雑貨店等、バイリンガル日本語
指導者

参加者の出
身・国別内訳

（人数）

中国 ベトナム ネパール 韓国 フィリピン
インドネシ

ア
タイ ブラジル

10 0 0 0 3 0 2

＜取組２＞

取
組
２

取 組 の 名 称 日本語教室「わいわいサロンⅡ丘の上教室」

取 組 の 目 標

・同じ地域で暮らす外国人と日本人が出会い、交流する場とする。これまで日本語教室にあまり参加してこなかった新し
い学習者層を取り込む。日本語支援者についても、開催地域から新しく発掘、養成する。学習者はより実践的な日本語
会話や読み書き、日本文化、生活情報などを学び、地域で自律して生活していく。日本語支援者は、活動を通しての自
己実現の場とする。
・教室の開設にあたり、地区の自治会等の組織の理解と協力を得る。

取 組 の 内 容

・外国人の成人を対象とした、実践的な日本語や日本文化、生活情報などについて学ぶ教室を開設した。
・開催地は丘の上5地区（「橋北」「橋南」「東野」「羽場」「丸山」）のうち最も外国人集住率、立地条件（駐車場の有無な
ど）、地区の理解度などを考慮して1地区を選定し、10月半ばから1期7回の授業を開催した。
・対話型学習を中心とし、初級レベルを対象とした。
・学習テーマについては、新しいメンバーも含めた日本語支援者で構成される企画会議を開き、企画・検討し、必要があ
れば教材等も作成した。
・学習テーマの内容は、取組1と同様生活に密着した実践的な日本語とした。加えて、地元の要望や悩みなどの声をひ
ろって学習テーマに反映することができた。

空白地域を含む場
合、空白地域での活

動

取組による体制整備

これまで公民館の教室は平日昼間のものがひとつだけあった地域での教室開催となった。特に該当地域の自治会等
の地域組織と連携して運営していけるような体制整備が必要になってきた。地区公民館などとも関係を密にして、協力
していく体制をつくった。試験的な取り組みではあるが、今後も継続して教室を開催していけるような体制づくりを整備で
きた。

取組による日本語能
力の向上

・日常生活に必要な場面での実践的な日本語会話を習得できた。
・地域社会で知っておかなければならない生活情報や日本文化に関する知識の獲得できた。

参加対象者 日本語を学びたい成人
参加者数

（内 外国人数）

45人



回数 時間数 補助者名

1 2

①下岡恭子
②山崎ルミ
・土屋未来
・善本勝
・松下正子
・木内かず子
・小山てる子

2 2

①木下弘子
②下岡恭子
③山崎ルミ
・善本勝
・杓子育美
・大塚寛子

3 3

①木下弘子
②下岡恭子
③山崎ルミ
・土屋未来
・善本勝
・近藤正義
・大塚寛子
・金田弘子
・木内かず子
・大倉健司
・上沼美穂
・小山てる子
・斎藤圭子
・岡田倫英
・澤柳雅康

4 2

・松下正子
・杓子育美
・近藤正義
・原静子
・澤柳雅康

5 2

・大塚寛子
・木内かず子
・大倉健司
・四宮沙代香
・原静子
・岡田倫英

6 2
・善本勝
・四宮沙代香
・上沼美穂

7 2

・松下正子
・大塚寛子
・上沼美穂
・小山てる子

平成29年12月9日
（土）

14：00-16：00
橋北公民館 3 日本語でメール

スマホでの日本語入力を確認し、簡
単な日本語のメッセージを練習して、
LINEなどで送った。日本語入力がで
きて喜ぶ学習者が印象的だった。

大澤志那子

平成29年12月17日
(日）

14：00-16：00
橋北公民館 5 年賀状を作ろう

実際に投函できるような年賀状を参
加者全員作成。お互いの住所をきい
て出し合うようにした。宛名書き、新
年のあいさつの書き方などに注意
し、オリジナルの作品ができた。

大澤志那子

平成29年11月19日
（日）

14：00-16：00
橋北公民館 1 りんごのこと

いろいろ行事などが重なったためか、
学習者は1人。地元の特産であるりん
ごをテーマに話した。

大澤志那子

平成29年11月26日
（日）

14：00-16：00
橋北公民館 4 買い物のこと

買い物でもらうレシートの実物を使
い、ﾜｰｸｼｰﾄ記入後にそれを見なが
ら、どんな買い物をしたかなど話し
た。

大澤志那子

平成29年10月22日
（日）

14：00-16：00
橋北公民館 4 近所のこと

丘の上の地図を見ながらｸﾞﾙｰﾌﾟﾄｰ
ｸ。行ったことがある場所や施設、行
きたいところなど街について情報交
換した。

大澤志那子

平成29年11月12日
（日）

14：00-17：00

橋北公民館
丘の上

17 丘の上探検に行こう

公開講座。日本人と外国人が入った
小グループ（計6ｸﾞﾙｰﾌﾟ）で、丘の上
を歩き、指定されたポイントを巡った。
日本語で店の人と話したり、買い物
やクイズなどのタスクをこなした。終
了後橋北公民館でお茶タイムとふり
かえりを行なった。

大澤志那子

日本語教室「わいわいサロンⅡ」丘の上教室　10月～12月　(全7回)

開講日時 場所 受講者数 取組テーマ 内容 指導者名

平成29年10月15日
（日）

14：00-16：00
橋北公民館 9

オリエンテーション・
自分の名前

初回オリエンテーションのあと、ペア
を交替しながら自己紹介。ｸﾞﾙｰﾌﾟに
分かれ、名前について話した。

大澤志那子



（１）特徴的な活動風景（２～３回分）

○取組事例①

○取組事例②

（２）　目標の達成状況・成果

（３）　今後の改善点について

【第1回　29年7月1日】ボランティア研修会①
ワークショップ形式での研修会。アイスブレイクとしてカードを使った「はじめましてゲーム」。ペアを替えながら、質問し合う活動。日本語
ボランティアを希望している参加者同士、最初から打ち解けた雰囲気となった。その後、４～５人の小グループに分かれ、そこからはグ
ループワークで進行。在住外国人の滞在理由、日本語学習における四技能、外国人と対話する際の留意事項などについて、各グルー
プで話し合い、全体で共有した。日本語学習の必要性や対話型教室の意味などの講義を少しずつ入れ込んだが、グループワークの中
で既にどのグループも核心に近いものを得ており、講義だけの研修よりは学びが得られた。各グループほとんど知らない人同士の集ま
りとなったが、どのグループも活発に笑顔でのトークが繰り広げられていたことは印象的だった。グループワークの前後で、「今の気持
ち」を付箋に書く活動をしたところ、日本語ボランティアの活動について、「不安」が「楽しみ」に変わったというメモが多く見られた。ワーク
ショップ最後に、今後日本語ボランティアとして活動したいかどうかのアンケートを個々に文書で記してもらうと、参加者全員が「活動した
い」との答えだった。

【第3回　29年11月12日】丘の上探検に行こう！
丘の上日本語教室の第3回。公開講座としてこの回限りの参加者も受け付けたところ、外国人日本人合わせて34人の参加があった。
教室の会場である橋北公民館に集まった参加者が、日本人、外国人が混在する６つのグループに分かれ着席。出発前のオリエンテー
ションで、自己紹介、地図とコースの確認、訪問箇所の選定などを行った。そして準備ができたグループから次々に街歩きへ出発して
いった。
グループはまとまって歩き、決められたエリア内の６箇所以上をまわって、クイズに答えたり店舗の方と交流したり、お土産（お茶菓子）を
買ったりして、９０分以内に出発地へ帰ることがタスクとして与えられた。訪問先（チェックポイント）に着いたら、各自の地図にあるクイズ
の答えを書き込んだり、店の人に質問できたら地図の用紙にシールを貼ったりして、チェックポイントをクリアしていった。
ほぼ全てのグループが、時間内に橋北公民館へ帰着した。グループごと購入したお菓子などを食べてティータイム。一息ついたところ
で、全体で振り返りの会。クイズの答えやお店の情報などを共有し、数人からの感想も共有した。「いつも通っているのに入ったことのな
い店が多く、新しい発見の連続で新鮮だった。」（日本人）「祭り用品の店、日本の紙の店など、とてもきれいでおもしろかった。」（外国人）
などの感想が多く寄せられた。丘の上に住んでいる人も離れたところに住んでいる人も、滞日年数が長い人も短い人も、子どもも大人
も、それぞれがそれぞれの発見や楽しみを見つけられた探検となった。

・新しい日本語支援者の発掘ができたことは大きな成果であった。25人もの応募があり、その中には市議や副区長等の役職の方もお
り、研修後もやめていく人はごく少数に留まった。都合が合わずに教室参加に至らなかった方もいたが、全体的に意識の高い方々に集
まっていただけ、今後活躍の場を確保していくことが課題となる。特に丸山地区在住の5人の日本語支援者が、今後は丸山地区での活
動に意欲的に参加いただけるようで、期待が持てる。振り返りの会では、「自分も一緒に色々なことを学んでいる感じで、自分自身も学習
者のようだった」「テーマから色々なことに話が広がってたくさん日本語で話ができた。そういう時は学習者も楽しそうだった」「職場にも外
国出身者がいるので、日本語で彼らとの話し方も考えてみたい」といった声が聞かれ、初めての日本語教室活動を通して、支援者はそ
れぞれに様々なことを感じられたようだ。
・丘の上探検等を通して、丘の上地区を知っていただき関心をもっていただける機会となった。また丘の上でお仕事をしている商店など
の方々にとっても、日本語教室の存在を知り、地域に暮らす外国人理解にもつながる機会となった。

・新しい場所での教室開設ということで、丘の上に生活する新しい学習者層の参加を期待したが、期待したほどの参加は見られなかっ
た。広報の仕方を見直す必要があるだろう。また、１回だけで参加をやめてしまった人たちもいて、学習内容についても、また参加したく
なるような工夫をしなければならないだろう。
・新しい支援者が想定より多く集まってくれたことで、教室の回数や学習者の人数とのアンバランスが生じてしまった。日本語ボランティア
としての経験は数回ずつとなってしまい残念であったが、せっかく手を挙げてくださった貴重な人材を今後生かしていける企画が必要と
なる。

写真を貼ってください。 写真を貼ってください。

写真を貼ってください。 写真を貼ってください。



回数 時間数 補助者名

10 2.5

日本（28人）

実施内容

開講日時 場所 受講者数 取組テーマ 内容 指導者名

平成29年2月4日
(日）

13：00～15：30
飯田市役所 44

学習成果発表会
～にほんごたのしい

に～

松尾教室フォトムービー作品の上
映、鼎教室（後期）歌の発表、日本語
でグループトークをした。市内日本語
教室等の展示、交流会も行った。

大澤志那子

広報及び募集方法

・チラシ配布（外国人集住地区・市内地区公民館・日本語教室・市内小中学校　等）
・市広報・新聞・地方情報誌への掲載
・インターネット（市役所HP、Facebook）
・学習者による口コミ

開催時間数 総時間　2時間30分

主な連携・協働先 飯田市役所男女共同参画課、飯田国際交流推進協会、市内日本語教室、外国人住民自助グループ　等

参加者の出
身・国別内訳

（人数）

中国 ベトナム ネパール 韓国 フィリピン
インドネシ

ア
タイ ブラジル

7 3 0 0 0 0 0 6

＜取組３＞

取
組
３

取 組 の 名 称 学習成果発表会

取 組 の 目 標
日本語教室の学習成果について発信し、一般市民へ広く周知する。新たな学習者や日本語支援者の獲得をする。
学習者の学習意欲を高める。今後の地域の日本語教育活動を充実させる。

取 組 の 内 容

・日本語教室での学習成果を発表できる場をつくる。成果物の展示や松尾教室で作成した映像作品の上映、参加者を
交えた意見交換等を行った。
・文化庁委託事業の日本語教室だけでなく、地域にある既存の教室や国際交流推進協会などとも協力して実行委員会
を組織し、準備委員会を数回実施して、発表内容も含め準備をした。
・次年度も継続して開催できるよう、組織づくりを進めた。

空白地域を含む場
合、空白地域での活

動

取組による体制整備
日本語教室の存在や重要性を地域に発信する機会となった。また新しい支援者や学習者の確保にもつながり、日本語
教育活性化の体制整備となった。

取組による日本語能
力の向上

自己表現のための日本語力の習得

参加対象者
・日本語教室参加者とその友人・家族・勤務先の方、一般
市民　等

参加者数
（内 外国人数）

44人

（16人）



（１）特徴的な活動風景（２～３回分）

○取組事例①

（２）　目標の達成状況・成果

（３）　今後の改善点について

【30年2月4日】学習成果発表会～にほんごたのしいに～
①会場準備
11時ころから日本語支援者や事務局スタッフが集まり、展示物や横断幕を飾ったり、機材やテーブルの設営を行った。
②開場し・受付開始
12時半頃から徐々に参加者が集まり始めた。
③開会
13時、飯田市公民館副館長の挨拶のあと、鼎教室の参加者による歌の発表を行った。曲目は「きらきら星」で、英語、中国語、ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ
語、日本語で披露した。
④松尾教室で作成したフォトムービー（6人分）の上映
作品のテーマは「わたしの今」。作品上映のあと、本人に登壇していただき、作品製作でのｴﾋﾟｿｰﾄﾞなどｲﾝﾀﾋﾞｭｰを行った。統一したテー
マではあったが、仕事の事や趣味、気になっている事など、作品で取り上げた内容は様々だった。全員の作品上映終了後、フロアからも
質問や感想を受け付けた。
⑤グループトーク
参加者全体を５、６人ずつにグループ分けし、グループごとに着席、お茶を飲みながら自己紹介、フォトムービーの感想、それぞれの「わ
たしのいま」についてなどをテーマに話した。各グループの進行は日本語支援者が担当し、トークで出たキーワード等は付箋に書き出す
ようにした。持ち寄りのケーキや外国のお菓子などを食べながら、話が弾んでいた。
⑥各グループからの発表
話した内容や感想について、各グループ一人から発表していただいた。飯田で生活している外国人の現状や悩み、今後やってみたいこ
と、料理のレシピの話など、多岐に渡ったテーマでそれぞれ楽しいトークが展開されたことが伺われた。
⑦節分について
前日が節分だったことから、節分について全体進行から説明し、豆まきの掛け声の練習をしたところで、スタッフによる鬼2匹が乱入。参
加者は驚きつつも、手元にあった豆で鬼を撃退していた。
⑧○×クイズ大会
鬼の出現でざわついた会場の空気が静まらないうちに、全員参加で10問ほどの飯田のことなどに関するクイズに挑戦した。
⑨閉会
終わりのあいさつをして終了。一般参加の方々も時間がある人は残って、後片付けをした。

・関係者（発表者やその家族、運営スタッフなど）以外の参加者も多く、また、飯田ケーブルテレビの取材も入り、日本語教室の様子や今
年度の学習成果を市民に発信することができた。
・わいわいサロンだけでなく、他の日本語教室、国際交流関係団体などからも、活動紹介の展示物を掲示していただけた。
・実行委員会体制まではいかなかったが、学習者や支援者を交えた企画委員会を開催し、様々の意見を反映させた内容を盛り込むこと
ができた。
・フォトムービーの上映のあと、参加者同士のグループトークの時間を充分とることで、ただ聞くだけ見るだけでなく、飯田の日本語教育
についてそれぞれが自分の問題に引き寄せてより深く考えられる機会となったのではないか。
・参加者アンケートによると、「映像作品から作者の心が伝わり感動した」「ベトナムの方が参加しているのに驚いた。職場にもベトナムの
研修生がいるので交流できたらいい」など様々な意見がよせられた。

・企画委員会でおおよその方向性を決定し、その後は事務局が中心となって準備をする体制は、情報も集約されて動きやすいことはあ
るが、事務局の負担が大きい。学習者や支援者がもう少し主体的に関われるような実施体制作りを目指す必要があるだろう。
・今回わいわいサロン以外の日本語教室などは展示のみの参加であった。展示でも活動紹介は充分できるが、できれば何らかのパ
フォーマンスがあると、飯田地域全体の日本語教育の活性化にもつながっていくのではないか。今後はそのような仕掛けもしていけると
いい。

写真を貼ってください。 写真を貼ってください。



（１）　事業の目的・目標

（２）　目的・目標の達成状況・事業の成果　

（４）　事業実施に当たっての周知・広報と，事業成果の地域への発信等について　　

・教室に専門分野の方を招いてお話を伺ったり、実演を見たり、体験をすることで、学習者が言葉だけでなく体感を通して日本文化や飯
田の産業に触れることができた。「今度はあのお店にいってみよう。」とか、「わからなかったら聞けば教えてくれるんだ。」とわかること
で、学習者が地域で自律した生活を送っていけることにつながる効果があるだろう。
・協力してくださった日本人側からも、「飯田にも大勢の外国人が住んでいることがわかった。」「日本語を勉強することは大変だろう。」な
どの声を聞くことができ、これまで地域に住む外国人住民をあまり意識することがなかった方々に彼らの存在を身近に感じていただき、
理解しようとする姿勢が感じられた。そういった日本人側にも多文化共生社会の醸成を担う一面がみられたことは、成果と言える。

・丘の上教室の新しい支援者募集には、飯田市の広報へ掲載したことと、シニア大学での情報提供はよかった。広報ではより広い範囲
の市民へ伝わった。シニア大学では、「ボランティアをしたい」人々へのピンポイント的広報ではあったが、そこからも多数応募いただき、
大きな効果があった。
・公民館コーラスグループ発表会への出場や市民大学講座で学習者が日頃の学習成果や飯田での生活について発表する機会を得た
ことで、これまで地域で外国人を意識したことがなかった一般市民へ彼らの実情や思いを発信することができた。
・事業成果の地域への発信は、都度のSNSへの情報UPをこまめに行い、広く一般に向けて発信した。
・学習成果発表会では、市内日本語教室だけでなく、主に日本人が学ぶ外国語教室や国際交流推進協会等の団体にも展示にご協力い
ただいたことで、何かしら外国に興味があっても日本語教室には目が向かなかった方に知っていただく機会となった。

（５）　改善点，今後の課題について

・新たな支援者を発掘し確保することができた。この人々の活躍の場をつくることと、日本語ボランティアとして活動できるよう育成してい
く必要がある。
・新しい学習者層に働きかけることが必要である。もっと在住外国人の協力をあおぐなど、広報に工夫していくことも大切だろう。
・日本語支援者がより主体的に関われるような仕組みをつくることも課題となる。現在はﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰができる支援者が数人しかいないた
め、負担が大きくなっている。少しずつでも体験等をしていく中で、その力をつけていってもらいたい。

４．　事業に対する評価について

これまでの日本語教室の活動から見えてきた地域の実情や課題、ニーズなどに寄り添った日本語教室を開催し、外国人の自律促進と
地域課題解消への一助とする。これまで築いてきた関係機関等との連携を継続、更に強化するとともに、新たな連携先の発掘にも力を
入れる。教室に参加する学習者が、実践的な日本語を身につけることはもちろん、地域住民と共に日本文化や地域について学ぶことを
通して、住民のひとりとしての自覚を持ち、社会へ踏み出していく足がかりとする。地域住民主体の“学習と交流の場”としての公民館を
拠点にした教室活動を展開することによって、地域住民と外国人が共に主体となる地域日本語教育推進のための体制整備を図る。今
年度は新しく教室を開設する地区もあり、飯田市における日本語教育の裾野が広がるような活動を目指す。

・鼎教室前後期17回、松尾教室10回、丘の上教室7回と、年間を通してどこかでは教室が開催されている状況をつくることができ、わいわ
いサロンの存在の周知はできつつあると思われる。
・各教室でそれぞれテーマを設定し特色ある活動をすることで、学習者が複数の教室にﾀﾞﾌﾞって参加しても、それぞれで満足してもらえ
る内容となっていた。学習者アンケートでは「教室に参加する前後では、参加後日本語が上達した」と感じる答えが多く寄せられたことか
らも、学習内容に対する満足度は高かったのだろう。
・教室にお迎えした講師陣との連携、学習成果発表会での他教室との連携、コーラスグループ発表会へ参加を通して公民館や他のコー
ラスグループとの繋がりができるなど、地域の様々な機関や個人との連携を構築することができた。

（３）　地域の関係者との連携による効果，成果　等



【取組1】鼎教室・前期

【取組1】鼎教室・後期

（６）　その他参考資料



【取組1】松尾教室

【取組2】丘の上教室







【取組3】学習成果発表会



学習者アンケート


